
都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 260 ha

平成 21 年度　～ 平成 25 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年

H19 H25

人／日

H20 H25

人／年

H19 H25

観光案内所利用者数 一年間に天龍峡観光案内所を利用した人数

観光等情報の発信による観光客増加による地域の活性化

6,856

天龍峡の観光客数

7,000

天龍峡の歩行者数 基準日における姑射橋歩道橋の通行歩行者数

歩行者増加による地域住民との交流活発化による地域の活性化

200

165,000

300

一年間に天龍峡を訪れた観光客の人数

観光交流人口の増加による地域の活性化（目標値は暦年）

162,400

・天龍峡の観光客数の減少に歯止めをかけるための施策の展開が課題となっている。

・地域住民は三遠南信道の天龍峡ＩＣまでの開通を一大転機と捉えており、とりわけ観光振興への期待は大きく、かつての賑やかな観光地再生へ向けた活動へ自ら取り組む意識が高まりつつある。

三遠南信自動車道の天龍峡ＩＣからの延伸により遠州・三河地域と結ばれることにより、天龍峡は飯田下伊那地域の南の玄関口となり、情報発信の拠点として、また、観光による地域経済の活性化を飯田下伊那地域全体に波及させる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 長野県（ながのけん） 飯田市（いいだし） 天龍峡地区（てんりゅうきょうちく）

計画期間 交付期間 25

「天龍峡百年再生」　天龍峡と南信州の個性を探り、人と人、心と心を結ぶ地域再生

・当市は、地域の経済自立度を高め、持続可能な地域経営を進めていくため、平成18年から地域経済活性化プログラムを策定し、産業界・経済界・行政が一体となり取り組みを始めた。その中の重点プロジェクトとして、グリーンツーリズムやエコツーリズ

ム等の観光を核とする多産業連携に力を入れている。

・天龍峡は、名勝地として知られる重要な観光資源であり、平成に入ってから天然ラドン温泉が湧出するなど、平成4年のピーク時には約80万人の観光客が訪れていたが、現在は約16万人にまで落ち込み、宿泊施設、土産・飲食店等の廃業・休業が相次

ぎ、空き店舗が増加してきている。

・現在、周辺地域では天龍峡エコバレープロジェクトが進行中で、龍江地区の体験農業の受け入れをはじめ、川路地区ではファクトリーパークやエコハウジングビレッジの整備、新産業ゾーンの形成が進みつつある。さらに平成20年4月には、中央自動車

道に直結する三遠南信自動車道の飯田山本ICから天龍峡ICまでが供用開始し、南信州と遠州・三河地域における広域連携プロジェクトも着々と進みつつある。

・このような状況下、本事業では、地域住民、観光事業者と行政等が地域再生マネージャーと連携して、天龍峡らしさの創出、周辺観光資源と連携した天龍峡の観光振興を図り、天龍峡再生に向けた取り組みを行う。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針③　人と人、心と心を結ぶ地域再生

　天龍峡再生であれ、南信州再生であれ、「人の心を動かすのは人」…観光事業者はもとより地域住民が心を一つにしつつ、この地に暮らすことに誇りを

もって地域再生に挑むことが最も大切であり、それがこの地を訪ねる人々の感動を呼ぶ。グリーンツーリズムやエコツーリズム等、飯田市のまちづくりの

先進的な試みこそがそれを如実に証明しており、天龍峡と南信州の人と人、心と心を結んで、「暮らしていい町が訪ねていい町づくり」を目指す。

･天龍峡再生マネージャー委託事業　・天龍峡温泉交流館整備事業　・地域産業活用賑わい創出

事業

方針に合致する主要な事業

整備方針①　天龍峡の個性を探る地域再生

　かつては「天下の名勝」と謳われながら、80万人の観光客が16万人にまで落ち込んだ天龍峡…しかし、ここには全国に知られた”自然の美”のみなら

ず、それを守り伝えてきたこの地の歴史の中に”人為の美”や”人心の美”が今も色濃く余情をとどめる。そのような天龍峡ならではの個性を探り、自然と

人為と人心の”三つの美”を体系的な物語としてブランド化することにより天龍峡再生の実践的な戦略・戦術を構築する。

・遊歩道整備事業　　・ファクトリーパーク道路整備事業　・居住地区道路整備事業　・天龍峡百年

再生看板設置事業　・天龍峡安全管理対策事業　・案内看板設置事業　・駐車場整備事業　・駅前

商店・絶景旅館整備事業　・河原降口整備事業　・天龍峡景観保全対策事業　・天龍峡桜誘客整備

重業　・地域産業活用賑わい創出事業

整備方針②　南信州の個性を探る地域再生

　三遠南信自動車道の開通によって「南信州観光の玄関口」となる天龍峡…中央アルプスと南アルプスに覆われ、天竜川という”川の道”、遠州・三州・秋

葉街道という”陸の道”、ＪＲ飯田線という”鉄の道”によって貫かれる南信州ならではの個性を探り、川と陸（遠州街道）と鉄の”三つの道”の接点でもある

天龍峡を広域の拠点と位置づける。

・ガイダンス施設整備事業　・天竜川下り舟港整備事業　・地域産業活用賑わい創出事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 飯田市 直 L=295m H21 H21 H21 H21 7.5 7.5 7.5 7.5

道路 飯田市 直 L=48.8m H21 H21 H21 H21 6.0 6.0 6.0 6.0

道路 飯田市 直 L=122.7m H21 H21 H21 H21 6.0 6.0 6.0 6.0

道路 飯田市 直 L=138.7m H21 H21 H21 H21 10.9 10.9 10.9 10.9

道路 飯田市 直 L=735m H24 H24 H24 H24 14.0 14.0 14.0 14.0

道路 飯田市 直 L=1,570m H23 H25 H23 H25 47.0 47.0 47.0 47.0

道路 飯田市 直 L=35m H21 H21 H21 H21 3.6 3.6 3.6 3.6

公園 飯田市 直 A=2,000㎡ H22 H23 H22 H23 7.0 7.0 7.0 7.0

公園 飯田市 直 A=2,750㎡ H21 H21 H21 H21 25.0 25.0 25.0 25.0

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 飯田市 直 － H21 H25 H21 H25 147.8 147.8 147.8 132.8

高質空間形成施設 飯田市 直 － H21 H25 H21 H25 32.0 32.0 32.0 32.0

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 飯田市 直 － H21 H22 H21 H22 13.1 13.1 13.1 13.1

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業 飯田市 直 15棟 H23 H25 H23 H25 171.0 171.0 57.0 57.0

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 490.9 490.9 376.9 361.9 …A

0.4交付対象事業費 479.5 交付限度額 191.8

事業 事業箇所名 事業主体

国費率

細項目

交付期間内事業期間

市道龍江161号線

市道川路44号線

直／間

うち民負担分

規模

（参考）事業期間

市道川路191号線

－

住宅市街地

総合整備

事業

114.0

114.0

新規路線1

新規路線2

市道龍江162号線

新規路線3

－

－

－

天龍峡公園

川路2号公園

－



提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

飯田市 直 3箇所 H21 H24 H21 H24 36.5 36.5 36.5 36.5

飯田市 直

対象区域

約50ha

H21 H25 H21 H25 9.1 9.1 9.1 9.1

飯田市 直 1箇所 H21 H23 H21 H23 11.5 11.5 11.5 11.5

飯田市 直 約5箇所 H21 H25 H21 H25 4.9 4.9 4.9 4.9

飯田市 直 L=2,000m他 H21 H24 H21 H24 4.6 4.6 4.6 4.6

飯田市 直 5回 H21 H25 H21 H25 19.0 19.0 19.0 19.0

飯田市 直 － H25 H25 H25 H25 2.0 2.0 2.0 2.0

－

飯田市 直 － H21 H25 H21 H25 30.0 30.0 30.0 30.0

－

合計 117.6 117.6 117.6 117.6 …B

合計(A+B) 479.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

飯田市 国土交通省 L=1,100m ○ H18 H24 1,425

合計 1,425

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

細項目

事業活用調

査

事業効果分析事業 －

－

まちづくり活

動推進事業

天龍峡再生マネージャー委託 －

－

規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

市道川路220号線

地域産業活用賑わい創出 飯田市龍江、川路

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

天龍峡安全管理対策 飯田市龍江、川路、千代

天龍峡桜誘客整備 飯田市龍江、川路

地方道路交付金事業

地域創造

支援事業

河原降口整備 飯田市龍江、川路

天龍峡景観保全対策 飯田市川路

天龍峡温泉交流館整備

規模

天龍峡温泉交流館

うち民負担分



都市再生整備計画の区域

　天龍峡地区（長野県飯田市）
面積 260 ha 区域 龍江地区の一部、川路地区の一部及び千代地区の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

飯田市役所

飯田ＩＣ

中央自動車道

天龍峡ＩＣ

ＪＲ天竜峡駅

ＪＲ飯田線

国道１５１号

三遠南信自動車道

ＪＲ川路駅
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